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Fig.1-1 サンプル構造 Fig.1-2 サンプル構造全体図 
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鋼管を使用した.      
溶接方法は TIG 溶接法で溶接を行う.溶接条件は溶接電流 75A である.評価するαは全周溶接をα＝





















Fig.2 曲げ剛性試験概念図 Fig.3 ねじり剛性試験概念図 
2.1.3 ねじり剛性試験 
Fig.1 に対してねじり剛性試験を行う際の実験概要図を以上 Fig.3 に示す.常盤にスポット溶接した角
パイプにバネを取り付け，ラッシングベルトを締め上げることで荷重をかける.常盤とサンプルにスポッ













 1．溶接機 DAIHEN社製 DA300P 
 2．アルゴンシールドガス 
溶接概念図
全周溶接度α　[%] 0 25 50-A 50-B 75 100 溶接，スポット 鋼管
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 3．シールドガス用レギュレータ YUTAKA社製 FR－Ⅱ 
 4．ダイヤルゲージ MITSUTOYO社製 
 5．ラッシングベルト  





































本実験で得られた結果をもとに 2016 年度の OFRAC におけるフレームの性能向上をはかった.Fig.6
の示すOFRACの 2016年度フレームの矢印で示す部分に着目した.ここはコクピットスペースと呼ばれ
る部分で，図からもわかるように鋼管の突合せ角度が 30度を下回る部分が左右あわせて 16か所存在す
る.この部分においてα＝75 であると仮定し，Table2 から α=75 の時は α＝100 のときよりねじり剛性
溶接の全周実現度α[%] 0 25 50-A 50-B 75 100 解析
曲げ剛性[mm/N] 3.7338E-04 2.1421E-04 1.7665E-04 1.6219E-04 1.2851E-04 1.1935E-04 1.3710E-04
解析からの乖離[%] -172 -56 -29 -18 6 13 -
ねじれ剛性[deg/N] 1.6605E-04 1.2186E-04 6.6441E-05 7.1204E-05 6.0466E-05 4.8393E-05 2.9446E-05
解析からの乖離[%] -464 -314 -126 -142 -105 -64 -
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値が 80.03%となることから，赤く示す箇所のパイプの断面 2次モーメントを 80.03%にまで低減した鋼




Fig.6 2016年度フレーム Fig.7 ガセット概要図 





Table3 2016年度フレーム解析結果 Table4 2016年度フレーム重量比剛性比較 
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重量[kg]
剛性
[N/deg]
2016ver.α 37.839 1.040E+04
2016ver.β 37.839 9.889E+03
2016ver.γ 38.687 1.040E+04
